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世帯数（世帯） 人口総数（人）

男（人） 女（人）
436,614

213,968 222,646
166,479

松本広域連合管内 平成19.10.1現在
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平
成
十
九
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
の
臨
時
会
で
は

議
長
及
び
副
議
長
が
選
挙
さ
れ
ま
し
た

ま
た

新
た
に
常
任
委
員
が
選
任
さ
れ
て

新
体
制
で
の
議
会
が
ス
タ

ト
し
ま
し
た

平
成
十
九
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
一

回
臨
時
会
に
は

議
案
七
件
が
提
出
さ
れ

慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
可
決

同
意

及
び
承
認
さ
れ
ま
し
た

■
提
出
案
件（
七
件
）

・
平
成
十
九
年
度
松
本
広
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合
ふ
る
さ

と
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町
村
圏
事
業
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別
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計
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正
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取
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取
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取
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災
害
対
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自
動
車
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・
監
査
委
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選
任
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つ
い
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・
松
本
広
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連

合
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別
職
の
職

員
等
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与
並

び
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費
費
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す
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条
例
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一
部
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正
す
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会
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介
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平
成
十
九
年
松
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広
域
連
合
議
会
第
一
回
臨
時
会
を
開
催

平
成
十
九
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
一
回
臨
時
会
を
開
催

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
松
本
広
域
連
合
で
は

介
護
認
定
審
査
事
務

及
び
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
事
務
を
行

て
い

ま
す

公
平
で
公
正
な
審
査
判
定
を
行
う
た
め

圏
域
の
九
市
町
村
と
連
携
・
協
力
を
密
に
し
な
が

ら

適
正
な
審
査
運
営
に
努
め
て
い
ま
す

な

お

平
成
十
八
年
度
の
各
審
査
判
定
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す

要支援1 
931件 
5.8％ 

審査件数 
計 16,057件 
審査件数 

計 16,057件 

自立 
17件 
0.1％ 要支援2 

2,156件 
13.4％ 

要介護1 
2,180件 
13.6％ 

要介護4 
2,375件 
14.8％ 

要介護5 
2,713件 
16.9％ 

要介護2 
2,948件 
18.4％ 

要介護3 
2,737件 
17.0％ 

区分1 
116件 
11.3％ 

自立 
1件 
0.1％ 

区分2 
278件 
27.0％ 

区分4 
123件 
12.0％ 

区分6 
145件 
14.1％ 

区分3 
241件 
23.4％ 

区分5 
125件 
12.1％ 

審査件数 
計 1,029件 

（他 再調査6件） 

審査件数 
計 1,029件 

（他 再調査6件） 
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区分の説明

障害程度区分は、各種の障害福祉サ

ービスの必要性を明らかにするため及

び障害者の心身の状況を総合的に表す

区分です。

市町村がサービスの種類や量を決定

する際の一つの材料として用いられ、

区分１から区分６に決められます。

区分の説明

介護認定の区分については、おおよ

その目安として、社会的に支援を要し

ない方・・・「自立」、支援を要する

方・・・「要支援１、２」と、介護を要す

る状態の方は、部分的・軽度・中等度・

重度・最重度の５段階にて、要介護１

から５に決められます。



介護認定・障害程度区分認定（サービス利用まで）の流れ

介護認定審査

市
町
村

利用者 障害程度区分認定審査

市町村の窓口へ申請書の提出

利
用
者

サービス計画等に基づいて
サービス利用します

主治医（医師）意見書
(かかりつけ医)

コンピュータによる
一次判定

調査結果や
医師意見書の
データを入力

障害程度区分認定
審査会による審査判定
（二次判定）

松
本
広
域
連
合

市
町
村

審査判定結果に基づき、
申請者に発送します認定通知を

支給決定・
決定通知を

介護認定審査 障害程度区分認定審査

データを
送信

審査判定
結果の
通知

認定等
の通知

訪 問 調 査

介護認定審査会による
審査判定
（二次判定）
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○職員の初任給の状況（平成18年4月1日現在）
区 分

170,200円

138,400円

170,200円

138,400円

I種 183,800円
II種 170,200円

138,400円
消防吏員

上 級

初 級

松本広域連合 長 野 県 国

※区分は採用区分で、国及び県では、上級区分を大卒、初級区分は高卒です。

○職員手当の状況
期末手当・勤勉手当（18年度）

区 分
支 給 割 合

期末手当 勤勉手当
1.40月分
1.60月分
3.0月分

0.725月分
0.725月分
1.45月分

6月期
12月期
計

※ 職務の級による加算措置があります。

退職手当の支給割合（平成18年度）

区 分
支 給 率

自己都合 勧奨・定年
23.5月分
33.5月分
41.5月分
59.28月分

30.55月分
41.43月分
50.70月分
59.28月分

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額

特殊勤務手当の状況（平成18年度）
区 分 内 容 等

95.0％（381人）
216,600円
4種類
消防手当、出場手当、
夜勤手当、救急救命士手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
特殊勤務手当の種類

特殊勤務手当の名称

時間外勤務手当（平成18年度）
区 分 支 給 額

8千971万6千円
22万4千円

支給総額
支給職員1人あたりの支給年額

人事行政の運営等の状況の公表
人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした「松本広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基き職員

数・給与・福利厚生・研修などの状況について公表します。

○職員数 ○採用及び退職の状況

1 職員数及び任免の状況

部門

職員数
18年 19年

一般行政
消防
合計

12人
389人
401人

11人
389人
400人

-1
0
-1

障害程度区分認定審査業務量に伴う要員の見直し

対前年
増減数 主な増減理由

19年度採用者数
18年度退職者数
増  減

主な理由

13人
12人
1人

欠員補充

○人件費の状況（一般会計決算）

2 職員の給与の状況

歳 出 額 （Ａ）区 分
45億609万3千円18年度

人 件 費 （Ｂ）
35億9145万9千円 79.7％

人件費率（Ｂ/Ａ）

※職員数は非常勤職員を除きます。

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

○職員給与費の状況（一般会計決算）

給 料 職 員 手 当
区 分

職員数
（Ａ）

15億7,826万円
27億3,890万円

18年度
給与費 計（Ｂ）

401人

給  与  費
期末・勤勉手当

4億9,973万円 6億6,091万円
683万円

１人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

※給与費には共済費、退職手当を含みません。

○職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成18年4月1日 現在）
区 分

328,807円
369,778円

412,472円
438,394円

40歳6月
44歳6月

松本広域連合
長 野 県

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

※給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の諸手当を加えた額です。
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（注）●扶養手当の内容は国の制度内容と同じです。
●住居手当のうち、自己所有住宅居住職員に対しては、月3,500円を支給しています。
●通勤手当については、国の制度より自転車など交通用具利用者の距離区分を細分化しています。
また自動車等による通勤を自粛する運動に伴い、ノーマイカー通勤実施者のうち交通機関利用者には、
月２日を上限に運賃相当額を支給しています。

○職員の勤務評定の状況  年1回

○年次休暇の取得状況
18年度中平均10.2日

○その他の手当の状況
区 分 内  容  等

扶養親族のある職員に支給
借家又は借間に居住し、一定額を超える家賃を支払っている職員及び自己所有住宅に居住している職員に支給
通勤のために交通機関等を利用して、その運賃等を負担することを常例とする職員に支給

扶養手当
住居手当
通勤手当

○勤務時間

3 職員の勤務時間その他の勤務状況

勤務時間
日 勤
当 番

午前8時30分から午後5時15分まで
午前8時30分から翌日の午前8時30分まで

○分限処分 1件
○懲戒処分 0件

4 職員の分限処分及び懲戒処分の状況（18年度中）

区  分 延べ受講者数研修内容
政策研修
県・構成市町村
教養実務研修
健康管理研修

85人
2人

113人
280人

共同研修
派遣研修

一般研修

○職員の研修の状況

5 職員の研修及び勤務成績の評定の状況（18年度中)

健康診断 特定業務従事者検診 人間ドック
325人 22人363人

○健康診断などの実施状況（18年度中）

6 職員の福祉及び利益の保護の状況

※特定業務従事者健診（6ヵ月ごと1回）
深夜業などの特定業務に従事する職員

○公務災害の認定件数  5件
○不利益処分に対する不服申し立て なし

○職員共済組合の設置及び活動状況
地方公務員法第42条に基づく職員の保健、元気回復その

他厚生に関する事項を実施するため、松本広域連合職員共
済会を設置し、保健保養、教養、体育振興などの事業を行っ
ています。
職員共済会は、職員からの月会費（給料月額の3.5／1000）
と広域連合負担金（会費同額）により運営されています。

平成18年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
松本広域連合では、開かれた行政を目指して、情報公開の推進と住民の皆さんの個人情報の適正な取扱いに努めています。

１ 情報公開の実施状況 （件）

実施機関 不服申立
非公開 取下げ 不存在部分公開公開

処理内訳
請求

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

広域連合長

議会

選挙管理委員会

監査委員

公平委員会

合計

実施機関 不服申立
非開示 取下げ 不存在部分開示開示

処理内訳
請求

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

広域連合長

議会

選挙管理委員会

監査委員

公平委員会

合計

2 個人情報保護の実施状況 （件）

問い合わせ先 松本広域連合事務局総務課 TEL34-3250
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松
本
広
域
連
合
で
は

松
本
広
域
圏
域
内
に

数
多
く
存
在
す
る
歴
史

文
化
施
設

自
然
等

を
訪
ね

郷
土
史
を
学
び
な
が
ら
地
域
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に

年
二
回

春
と
秋
に
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

今
年
は
六
月
十
九
日
「
新
緑
の
乗
鞍
高
原

で
健
康
づ
く
り
体
験
・
新
た
な
食
を
発
見
す
る

旅
」
十
月
十
二
日
「
曼
陀
羅
の
さ
と
を
訪
ね

て
！
座
禅
体
験

神
社
・
仏
閣
を
巡
る

秋
の

果
物
狩
り
」
と
題
し
て

実
施
い
た
し
ま
し
た

二
十
五
回
目
と
な
る
春
の
ツ
ア

は

乗
鞍

高
原
に
お
い
て
ノ
ル
デ

ク
ポ

ル
を
使

た

フ

ト
ネ
ス
ウ

キ
ン
グ
体
験
を
は
じ
め

善
五
郎
の
滝

奈
川
渡
ダ
ム
の
見
学

長
野
県

知
事
賞
を
受
賞
し
た
梓
川
地
区
の「
や
わ
ら
か

味
噌
パ
ン
」
を
食
し
て
い
た
だ
き

地
域
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
れ
か
ら
も

年
二
回
程
度
の
実
施
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が

広
域
圏
域
内
の
素
晴
ら
し

さ
を
皆
さ
ま
と
一
緒
に
再
発
見
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
た

皆
さ
ま
か
ら
も
地
域
の
良
さ
・
素
晴

ら
し
い
物
（
景
観

観
光
ス
ポ

ト

食
等
）の

情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す

ふ
る
さ
と
探
訪
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

や
松

本
広
域
連
合
ホ

ム
ペ

ジ

広
報
紙
等
を
通

じ
て
情
報
発
信
し
て

圏
域
内
に
住
む
皆
さ
ま

に
も
知

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

情
報
提
供
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
再
発
見

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

“読みたい本があの図書館ならあるのになあ。”
“通勤の途中にあるあの図書館を使いたいなあ。”

Q：利用できる人は？
A：松本広域圏内（松本市・塩尻市・安曇野市・波田町・麻績村・生
坂村・山形村・朝日村・筑北村の3市1町5村）に在住、または通
勤通学されている方

Q：初めて利用するときは？
A：利用したい図書館にご来館のうえ、各図書館の申込書等に必要
事項を記入して登録してください。

Q：登録に必要なものは？
A：運転免許証、学生証など住所氏名、生年月日が確認できるもの
が必要です。また、松本市の図書館では、広域圏内に居住され
ている方は居住市町村の図書館の登録証、広域圏内に通勤通学
されている方は、通勤通学先市町村の図書館の登録証が必要に
なります。

Q：借りた本は近くの別の町の図書館に返せるの？
A：返すことができません。必ず借りた市町村の図書館にお返しく
ださい。

Q：費用はかかるの？
A：原則無料です。ただし、登録カードの再発行など各市町村によ
っては必要な場合があります。

Q：どのくらいのあいだ借りられるの？
A：各図書館の規定等によります。

Q：リクエストはできるの？
A：図書館によっては、制限があります。

※詳しくは、利用したい図書館またはお近くの図書館に
お問い合わせください。

読書の秋です！
11月1日から松本広域圏内の公立図書館、図書室がどこでも利用できるようになります。

なんてことはありませんか？

中央図書館

南部図書館

あがたの森図書館

西部図書館

寿台図書館

本郷図書館

中山文庫

島内図書館

空港図書館

塩尻市立図書館

塩尻東分館

片丘分館

宗賀分館

北小野分館

洗馬分館

広丘分館

吉田分館

楢川分館

豊科図書館

穂高図書館

三郷図書館

堀金図書館

明科図書館

波田町立図書館

おみ図書館

たんぽぽ図書室

山形村公民館図書室

村立朝日村図書館

筑北村図書館

本城公民館図書室

坂井公民館図書室

松本市蟻ヶ崎2丁目4番40号

松本市芳川4番1号

松本市県3丁目1番1号

松本市両島5番50号

松本市大字寿豊丘649番地1

松本市大字浅間温泉2丁目9番1号

松本市大字中山3533番地1

松本市大字島内4970番地1

松本市大字今井4237番地1

塩尻市大門七番町4番3号

塩尻市大字塩尻町648番地1

塩尻市大字片丘4758番地7

塩尻市大字宗賀2658番地1

塩尻市大字北小野48番地

塩尻市大字洗馬2550番地2

塩尻市大字片丘原新田291番地2

塩尻市大字広丘吉田2901番地3

塩尻市大字木曽平沢2221番地1

安曇野市豊科4289番地1

安曇野市穂高5047番地

安曇野市三郷明盛4810番地1

安曇野市堀金2753番地1

安曇野市明科中川手6814番地1

波田町10106番地1

麻績村麻3863番地

生坂村6002番地1

山形村2040番地1

朝日村大字古見1286番地

筑北村坂北4447番地1

筑北村西条3443番地

筑北村坂井5711番地1

お問い合わせは

中央図書館

32-0099に

お願いします。

お問い合わせは

本館

54-2741に

お願いします。

72-2158

84-0111

77-2109

72-5796

62-112

92-7503

67-2521

69-3050

98-3155

99-1007

66-1115

66-1021

67-2064

図書館・図書室 住 所 電話番号

松本市

塩尻市

安曇野市

波田町

麻績村

生坂村

山形村

朝日村

筑北村
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役場前 新村 

中大池 

記念碑前 

山形境 

南和田 

川西 

桔梗ヶ原北 

松本I.C
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158

19

19

広
丘 

広
丘 

山形保育園 山形保育園 
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松本広域圏イベント情報【平成19年11月～平成20年3月】
地区

松
本
市

塩
尻
市

イベント

市民オペラ公演「こうもり」 11月11日 まつもと市民
芸術館

日本を代表するキャストとスタッフを迎え市民オペラとし
て行われる大人の喜歌劇。

2002ワールドカップパラグアイ
松本キャンプ記念 第6回チラベルト
カップ長野県少年サッカー選手権大会

11月17日
（決勝、準決勝戦） アルウィン 他 ワールドカップ日韓大会の際、パラグアイチームの松本キャ

ンプを記念して始まった小中学生のサッカー大会

第48回松本市芸術文化祭・市民参加に
よる総合舞台劇「松本城物語」 11月18日 まつもと市民

芸術館
総勢500名の市民で創る感動のドラマ。幾千年の昔から
人々が織りなす愛の物語。

第38回松本浅間選抜スピードスケート
競技会

平成20年2月7日
～2月9日

松本市浅間温泉
国際スケート
センター

国内有数の記録製造リンクといわれる浅間温泉国際スケー
トセンターにおいて、ワールドカップ派遣選手選考対象競技
会として平成19年度に38回目を迎えるスピードスケート
競技会

国立美術館巡回展
「国立西洋美術館所蔵 ヨーロッパ美術
の精華-神々と自然のかたち-」

12月11日～
平成20年2月3日 松本市美術館

文化庁による国立西洋美術館所蔵作品の巡回展。クールベ、
モネ、ピサロ、ゴッホ等の油彩他、版画、彫刻を加えた約
100点を展示

スキー場開き
12月15日
12月15日
12月下旬

野麦峠スキー場 
乗鞍高原スキー場 
いがやスキー場

松本市内にある3つのスキー場が一斉にオープン！

国宝松本城写真コンテスト作品展 平成20年1月2日
～1月15日

国宝松本城
本丸庭園
展示コーナー

松本市の市制施行100周年を記念する事業の一つとして、
市民の共通の宝である国宝松本城への関心を高め、世界遺
産登録を目指す運動を盛り上げるとともに、観光および市
街地の活性化を狙いに、実施する

平成20年松本あめ市 平成20年1月中旬 中心市街地
中心市街地一円を歩行者天国として、新春太鼓の競演や 伝
統行事の塩取り合戦、子供会の福ダルマ売り、他に全国あめ
博覧会など松本地域を盛り上げる多彩な行事を行う。

（仮称）新春 100彩トークショー 平成20年
1月16日

まつもと市民
芸術館

100周年の実感を綴っていただくお話
出演（予定） 日野原重明、小澤征爾、菅谷昭ほか

第22回国宝松本城氷彫フェスティバル 平成20年
1月19日～20日 国宝松本城公園

国宝松本城と北アルプスを背景に、氷彫刻の達人による全
国氷彫コンクールをはじめ、氷や雪で遊ぶコーナー、キャ
ラクターショー他、大人から子供まで楽しめる多彩なイベ
ントを開催

福寿草まつり 平成20年3月
上旬～下旬

四賀赤怒田
福寿草群生地

福寿草自生地の花見、ミニコンサート、フォトコンテスト等
を開催

まんが城下・松本1 美術館特別展
「みんな大好きアンパンマン
-やなせたかしのアートな世界-」

平成20年3月1日
～3月30日 松本市美術館 「まんが城下・松本」の開催にあわせ、アンパンマンの生み

の親「やなせたかし」の多彩な創作世界を紹介

松本市民音楽フェスティバルVol.4 
合唱フェスティバル 平成20年3月中旬 松本市音楽文化

ホール

松本市民を中心に公募した「フェスティバル合唱団」による
「合唱フェスティバル」
今回のために作曲家木下牧子氏に委嘱した、オルガン＆合
唱曲作品の初演など

子どもをテーマにしたシンポジウム 平成20年2月 未定 子供を対象に、心に残るシンポジウムを開催。

まつもと市民芸術館市制100周年
特別企画（仮称）
「ジャックとその主人」公演

平成20年3月中旬 まつもと市民
芸術館 市制100周年にあわせ、特別企画の演劇作品の公演。

まんが城下・松本2 ようこそ！
まんがとあそびの城「まんがコーナー」

平成20年
3月18日～
3月30日

松本市美術館
「漫画で見る松本の100年展」「環境漫画展」「マンガで予測
する松本の未来展」「日本漫画家協会465名パネル展」、似
顔絵コーナー等開催

まんが城下・松本3 ようこそ！
まんがとあそびの城「あそびコーナー」

平成20年
3月22日～23日 松本市美術館

松本地方の伝承遊びを紹介、名人・達人芸大会、講演・講習、
玩具展示、昔あそび・手作り玩具創作教室、作った玩具で遊
ぼう広場等

奈良井宿アイスキャンドル祭り 平成20年2月3日 奈良井宿場内

奈良井宿は標高940メートル。真冬はマイナス10℃を下
回ることもままあります。この凍みるような寒さを利用し
て何か出来ないものか？と始まったこのキャンドル祭りは
今回で10回目を数えます。奈良井宿場内中山道街道沿いに
2,000個を越えるキャンドルが灯ります。寒さを忘れて幻
想的な夜を楽しみましょう！

日 程 会 場 概 要
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地区

塩
尻
市

安
曇
野
市

波田町

麻
績
村

生
坂
村

朝
日
村

山形村

筑
北
村

イベント

ワインと語る夕べ 平成20年2月中旬 市内パーティー
会場

～ワインのふるさと塩尻～毎年2月中旬に開催しているワ
インと語る夕べは、市内ワイナリー9社自慢の高級ワインと
実行委員会で研究するオリジナルメニューを楽しんでいた
だくちょっぴり格式高いパーティーです。その他ミニコン
サートや宿泊航空券等が当たる大抽選会も予定しておりま
す。（チケット前売制）

地酒とそばを味わう会 平成20年3月開催
予定

市内パーティー
会場

～旨い酒と蕎麦は旨い水から～ 塩尻は水と緑豊かな分水嶺
のまちでもあります。清らかな水から産み出される「地酒」と
そば切り発祥の里と「風俗文選」（1703年）で紹介されている
「本山のそば」を存分にお楽しみください。（チケット前売リ）

ヌーボーワイン発売！ 11月～ 市内ワイナリー

市内ワイナリーでは、毎年11月はじめからヌーボーワインが
発売されます。フレッシュでフルーティーなヌーボーワインは
女性に大人気！市内に点在するワイナリーを巡りお好みのワ
インを探しに是非お出かけください。

イルミネーション森の光物語 11月23日～
12月24日

国営アルプス
あづみの公園

20万球のイルミネーションが公園の森を彩り、幻想的な風
景を演出します。

あづみの楽校 ～冬～ 平成20年1月5日
～2月11日

国営アルプス
あづみの公園

安曇野の冬の自然を活かした体験プログラムを用意してい
ます。雪が降ったら、スノーシューに挑戦できます。

アルプススカイグランプリ 11月中旬 安曇野市明科・
長峰山

北アルプスに向かってさっそうと飛び出し、大空を気持ち
よさそうに舞うハングライダーとパラグライダーが、秋の
安曇野の空を彩ります。

奇祭「福俵曳き」 1月中旬 安曇野市豊科
地域の小正月の行事で、道祖神祭りの行事として行われます。
引き縄のついた福俵を地元の青年たちが市街を曳き廻しま
す。市無形民俗文化財に指定されています。

奉射祭（おびしゃ） 平成20年
3月17日 穂高神社

安曇野に春を告げるこの祭は太い桑棒の弓で神の矢、殿の
矢に続き12本の矢を大的に射り、その的中により1年の天
候、豊区を占います。

冬物語 ライトアップHATA 12月中旬 群道坂及び
はたはたランド周辺

イルミネーションやペットボトルツリーで会場内をライトア
ップ ・我が家のクリスマスガーデン ・屋台村

北山新そばまつり

紅葉まつり

11月上旬

11月4日

市野川公民館

聖高原施設

打ち立ての新そば賞味会、新鮮野菜等の販売をいたします。

聖高原の紅葉にあわせ、リフト・スライダーなど施設使用料
の割引をいたします。

第11回聖高原SNOWフェスティバル 2月上旬 聖高原スキー場 午前：ジュニアジャイアントスラローム大会（中学生以下）
午後：雪上ゲーム大会

大城・京ヶ倉登山会 11月上旬 村内 村を代表する山、大城・京ヶ倉を結ぶ登山道のツアー 
紅葉の中素晴らしい眺望を楽しむ

かあさん家感謝セール

11月下旬
（感謝セール）
3月上旬
（ひな祭りセール）

かあさん家 手づくりの特産品を特別価格にて販売

農業公社イチゴ狩り 3月中旬～5月上旬 草尾上野いちご園
土・日曜日及び祝日のみ10時から15時まで 
完全予約制 中学生以上1,200円 
小学生以下800円 3歳以下無料 時間無制限

第18回道祖神と新そば祭り 11月4日 山形村
ミラ・フード館

新そば賞味会、そば打ち体験、そば粉・りんご・新鮮野菜販
売、道祖神めぐりほか（予定）

あさひプライムスキー場
オープニングイベント 12月22日 あさひプライム

スキー場
屋根もち投げ、お楽しみゲーム等（予定）

あさひプライムスキー場
ファミリーイベント 平成20年2月上旬 あさひプライム

スキー場
お楽しみゲーム、抽選会ほか（予定）

あさひプライムスキー場
さよならイベント 平成20年3月2日 あさひプライム

スキー場
お楽しみゲーム、抽選会、そり大会、
とん汁無料サービスほか（予定）

刈谷沢神明宮 お田植え祭り 平成20年3月上旬 刈谷沢神明宮

農事の自然神を祀る神事で、特に田植えは田の神を祀り豊
作を祈願する神事です。神事の中心になるのは、黒々と墨
を塗った張子の牛です。手綱をとるのが太郎、代掻き万鍬
を握って代掻きの仕草をするのは次郎。太郎と次郎は「毎年
毎年いやでござる」と言いながら境内を三回まわり、見物を
している参拝者はこの牛を目がけて水不足のないように祈
願をし雪玉をなげるユニークなお祭りです。

大火生三昧火渡り護摩供養 平成20年3月下旬 岩殿寺

太鼓が鳴り響き、導師により火がつけられた大導師が願い
を書いた護摩木を投げ込み焚きます。火が収まると塩を撒
き清め大導師、導師がお渡りになり、その後参拝者が大願成
就を祈願して続きます。

日 程 会 場 概 要

松本市市制施行100周年記念事業実行委員会事務局

塩尻市経済事業部観光課

安曇野市産業観光部商工観光課

波田町地域づくり課住民協働係

聖高原観光案内センター（麻績村）

生坂村振興課

山形村観光協会（山形村商工会内）

朝日村産業振興課商工観光担当

筑北村産業課

0263-34-3257（ダイヤルイン）

0263-52-0280（内線1284、1286）

0263-77-3111（内線1264）

0263-92-8915

0263-67-2133

0263-69-3111

0263-98-2200

0263-99-2001

0263-67-2002

問
合
せ
先
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八
月
二
十
二
日

三
十
六
度
の
猛
暑
の
中

東
京
都
東
京
消
防
庁
夢
の
島
消
防
訓
練
場
に

お
い
て
「
第
三
十
六
回
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
」
が
行
わ
れ

消
防
局
か
ら
は「
ロ

プ
ブ

リ

ジ
救
出
」へ
四
名
の
隊
員
が
関
東
地
区
支

部（
長
野
県
）の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た

全
国
か
ら
集
ま

た
精
鋭
二
十
八
チ

ム
で

競
わ
れ
た
結
果

上
位
に
は
届
か
な
か

た
も

の
の

入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

昨
年

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
へ
出

場
し
た
個
人
種
目
に
引
き

続
き
二
年
連
続
の
出
場
と

入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は

消
防
局
の
救
助

技
術
が
確
実
に
向
上
し
て
い

る
結
果
だ
と
思
い
ま
す

「
救
急
医
療
週
間
」
中
の
九
月
十
四
日（
金
）

に

応
急
手
当
講
習
会
を
積
極
的
に
開
催
す

る
な
ど

普
及
啓
発
活
動
が
優
良
と
認
め
ら

れ
る
団
体
等
に
対
し

消
防
局
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

《
受
賞
団
体
》

○
松
本
市
芳
川
村
井
町
自
主
防
災
会

○
松
本
市
渚
本
郷
町
会

○
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
 

○
松
本
市
立
丸
ノ
内
中
学
校

○
長
野
県
梓
川
高
等
学
校

消
防
救
助
全
国
入
賞
果
た
す

消
防
救
助
全
国
入
賞
果
た
す

応
急
手
当
普
及
優
良
事
業
所
等
を
表
彰

応
急
手
当
普
及
優
良
事
業
所
等
を
表
彰

平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
を
教
訓
に

各
地
域
で
は
日
ご

と
防
災
意
識
が
高
ま

て
き
て
い
ま
す
が

平

成
十
六
年
十
月
二
十
三
日
に
発
生
し
た
新
潟

県
中
越
地
震

ま
た
今
年
七
月
十
六
日
に
発

生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
等

災
害
は
絶

え
間
な
く
発
生
し

多
く
の
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す

地
震
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が

地
域
全
体
で
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

消
防
局
で
は

平
成
十
七
年
五
月
か
ら
地

域
に
密
着
し
た
自
主
防
災
組
織

町
会
組
織

の
方
々
を
対
象
に
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

出
前
防
災
訓
練
を
行

て
ま
い
り
ま
し
た

毎
年
一
万
三
千
人
位
の
参
加
が
あ
り

本
年

度
も
既
に
四
千
五
百
人
以
上
の
皆
様
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も

地
域
の
皆
様
と
の
連
携
を
図

り

災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い

り
ま
す

皆
様
も
是

非

出
前
防
災

訓
練
へ
の
ご
参

加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す

心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ

サ

ジ
）の
基
準
が
更
新
さ
れ

消
防
局
で
は
Ａ
Ｅ

Ｄ（=

自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
取
扱
い
を
含

め

新
基
準
に
基
づ
く
救
急
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す

今
回
の
変
更
に
よ
り

救
命
の
チ

ン
ス
を

逃
さ
な
い
よ
う
内
容
が
簡
素
化
さ
れ

誰
に
も

分
か
り
易
く

よ
り
効
果
的
な
方
法
と
な

た

も
の
で
す

従
前
の
方
法
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が

主
な
変
更
内
容
と
し
て

胸
骨
圧
迫

（
心
臓
マ

サ

ジ
）と
人
工
呼
吸
の
組
合
せ
が

三
十
対
二
と
な
り

胸
骨
圧
迫
を
で
き
る
だ
け

す
み
や
か
に
「
強
く

速
く

絶
え
間
な
く
」

実
施
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す

家
庭
や
職
場
な
ど
で

突
然
お
そ
わ
れ
る

“い
ざ
と
い
う
時
”の
た
め
に
「
救
命
の
リ
レ

の
第
一
走
者
」
と
し
て

是
非
受
講
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す

出
前
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し

う

出
前
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し

う

救
命
処
置（
心
肺
蘇
生
法
）

の
手
順
が
変
わ
り
ま
し
た
！

救
命
処
置（
心
肺
蘇
生
法
）

の
手
順
が
変
わ
り
ま
し
た
！

救命のリレー

30：2



！携帯電話は、どこからでも通報可能で
便利ですが・・・・・

○『発信地表示システム*』が使えないために、場所の特定に時間がかか
ります。（※一般電話は、通報者宅の住所、地図を自動的に表示。）

○畑や果樹園、水田や山間地などでは、付近に目標となる建物や公園等
がなく、災害地点の特定が困難で、速やかに救急車が到着できない場
合があるので注意してください。

香川県面積約1875km2

松本広域圏面積約1870km2
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救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加
を
続
け

松
本
広
域
消
防
局
管
内
に
お

い
て
も
昨
年
約
一
万
五
千
件
の
出
場
と
な

て
い
ま
す

安
易
に
救
急
車

を
要
請
す
る
ケ

ス
も
増
え

緊
急
を
要
す
る
傷
病
者
へ
の
対
応
に

支

障
が
出
か
ね
な
い
状
況
と
な

て
い
ま
す

尊
い
人
の
生
命
を
救
う
た
め

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

・
風
邪
を
ひ
い
た

・
歯
が
痛
い

・
突
き
指
を
し
た

な
ど

★
こ
ん
な
時
に
は

良
く
考
え
て
! !

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
!!

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
!!

携帯電話からの119番通報が増加しています！

16,234件 
76％ 

5,139件 
24％ 

一般電話 

携帯電話 

松本広域圏の面積は、四国の香川県とほぼ同じです！
場所を特定するため、的確な情報が必要になります。落ち着いて、最寄りの建物や信号機のあ
る交差点等から案内をしてください。

平成18年119番受信件数21,373件

・
意
識
が
な
い

・
呼
吸
が
困
難
で
あ
る

・
骨
折
を
し
て
い
て
動
け
な
い

・
け
い
れ
ん
が
続
い
て
い
る

・
広
範
囲
に
ヤ
ケ
ド
を
し
た

・
大
量
出
血
し
て
い
る

な
ど

☆
こ
ん
な
時
に
は
一
一
九
番
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全国一斉 秋の火災予防運動実施
11月9日から11月15日まで

「
火
は
見
て
る
 
あ
な
た
が
離
れ
る

そ
の
時
を
」の
統
一
標
語
の
元

全
国
一
斉

に
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

こ
の
運
動
は

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気

候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り

圏
域

住
民
の
皆
様
の
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り

火
災
の
発
生
を
防
止
し

死

傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
実
施
さ
れ
ま
す

松
本
広
域
消
防
局
で
は

住
宅
防
火
対

策

放
火
防
止
対
策
等
々
の
重
点
目
標
を

定
め

様
々
な

訓
練
や
広
報

を
通
じ
て
圏

域
内
の
住
民

の
皆
様
に「
火

の
用
心
」
を
お

願
い
し
ま
す

生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い
る

ガ
ソ
リ
ン

や
灯
油
等
の
危
険
物

車
に
冷
暖
房
に
と

大
変
便
利
な
も
の
で
す
ね

し
か
し

毎
年
ホ

ム
タ
ン
ク
等
か
ら
の

危
険
物
流
出
事
故（
六
割
が
人
的
要
因
）が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん

危
険
物
の
流
出
は

火

災
危
険
は
勿
論
の
こ
と

環
境
や
社
会
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す

次
の
事
項
を
確
認
し『
事
故

被
害
拡
大
の

防
止
』を
お
願
い
し
ま
す

一

ホ

ム
タ
ン
ク
に
は

防
油
提
を
設
置

し
ま
し

う

二

ポ
リ
容
器
に
小
分
け
す
る
と
き
は

そ
の
場
を
絶
対
に
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し

う

三

万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合

ま

た
河
川
等
に
油
が
流
れ
て
い
る
の
を
発
見
し

た
場
合

速
や
か
に
消
防
署（
一
一
九
番
）

へ
通
報
し
ま
し

う

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
が
発
生
し

た
と
き

音
声
で
知
ら
せ
早
い
う
ち
に
避

難
を
促
す
警
報
器
で
す

自
分
ま
た
家
族
の
命
を
守
る
も
の
と
し

て

一
般
家
庭
に
も
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た

平
成
十
八
年
六
月
一
日
以
前
の
住
宅
は

平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
ま
で
に
設
置
し

て
く
だ
さ
い

火
災
か
ら
命
を
守
る
大
切
な
器
具
で

す

期
限
を
待
つ
こ
と
な
く
早
め
の
設
置

を
お
願
い
し
ま
す

消
防
・
救
急
な
ん
で
も
相
談
電
話

25
│
２
１
１
９

松
本
広
域
消
防
局

25
│
０
１
１
９

ま
た
は

お
近
く
の
消
防
署
ま
で

な
か
な
か
減
ら
な
い

危
険
物
漏
え
い
事
故

も
う

設
置
し
ま
し
た
か
？

設
置
に
つ
い
て
の
相
談
は

消防署庁舎の耐震改修工事を実施しています

松
本
広
域
消
防
局
で
は
昭
和
五
十
六

年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
消
防
庁
舎
の
う

ち

平
成
十
六
年
度
に
実
施
し
た
耐
震

診
断
で

耐
震
補
強
が
必
要
と
さ
れ
た

五

所
の
消
防
署
に
つ
い
て

昨
年
度
か

ら
三
年
計
画
で
耐
震
化
等
改
修
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す

昨
年
は
松
本
市
の
本
郷
消
防
署
山
辺

出
張
所
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
今
年
度
は
安
曇
野
市
の
豊
科
消
防
署

と
穂
高
消
防
署
の
耐
震
化
工
事
が
七
月

中
旬
か
ら
着
工
し
て
お
り
ま
す

工
事

は
現
状
の
消
防
署
機
能
を
維
持
し
な
が

ら
進
め
ら
れ
て
お
り

火
災

救
急
出

動
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
進
め
て
お
り

ま
す

松
本
広
域
消
防
局
で
は

今
後
も
防
災

拠
点
と
し
て
の
消
防
庁
舎
の
耐
震
性
能

を
高
め
る
と
と
も
に

大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
停
電
等
緊
急
事
態
へ
の
対
応

と
し
て

す
べ
て
の
消
防
署
に
非
常
電

源
設
備
を
設
置
す
る
な
ど
消
防
庁
舎
の

機
能
充
実
を
は
か
り

圏
域
住
民
の
皆

様
の
安
心
・
安
全
を
守
り
ま
す

施設名 建設年月
18年度 19年度 20年度

事業計画（内容）

本郷消防署
山辺出張所

豊科消防署

穂高消防署

渚消防署

梓川消防署

S54.1

S47.12

S49.3

S47.12

S52.3

設計

設計

耐震工事

耐震工事

設計

設計

耐震工事

耐震工事

設計
耐震工事

消防庁舎耐震化等改修工事計画
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